
■Windows8以降の PCへの通信用ドライバーインストールについて 

 Windows8 以降の PCに、通信用ドライバーがインストールできなかった場合、以下の手順を行って、

ドライバー署名の強制を無効にすることで、インストールが行えるようになります。 

 

＜手順＞ 

(1) PCのデスクトップ画面より、キーボードの Shiftキーを押しながら「再起動」を行ないます。 

   ※以下のデスクトップ画面はWindows10の物 

 

 

 

(2) オプションの選択画面が表示されますので、「トラブルシューティング」→「詳細オプション」→

「スタートアップ設定」→「再起動」の順に選択します。 

 

 

 

 

 

 

Shiftキーを押しながら 

「再起動」を行なう。 



 

 

 

 

 

 



(3) スタートアップ設定画面で、「7)ドライバー署名の強制を無効にする」を選択するために、キーボ

ードの F7キーを押します。 

 

 

以上の操作により起動した状態で、通信用ドライバーのインストールを行ってください。 

 

 

※通信用ドライバーのインストール、アプリケーションソフトのインストールについては、アプリケー

ションソフトの取扱説明書を参照してください。 

※通信用ドライバーはインストールを２回行いますので、OSによってはこの操作をその都度行う必要が

あります。 

※使用する PCのセキュリティによっては、この方法が使えない場合が有ります。 

 

 

以上 


